
衛生害虫

媒介する病原体 特記事項 防除

ハエ

O-157、赤痢アメー

バなど

・幼虫をウジと呼ぶ ・ウジの防除が基本となる

・ウジの防除法：通常、有機リン系殺虫成分が配合された殺虫剤が

用いられる

・ウジ・ボウフラの防除：毒性の問題から、有機塩素系の中ではオ

ルトジクロベンゼンのみ使用されている

蚊

日本脳炎、マラリ

ア、黄熱、デング熱

など

・幼虫をボウフラと呼

ぶ

・ボウフラの防除：水系に殺虫剤を投入

・成虫の防除：医薬部外品の殺虫剤（蚊取り線香、エアゾール等）

を使用

・蚊取り線香：線香にピレスロイド系成分が練り込まれている

・虫よけスプレー：ディートを含むものが多い

ゴキブリ

・サルモネラ菌、ブ

ドウ球菌、O-157大

腸菌など

・アメーバ赤痢等の

中間宿主

・燻蒸処理：３週間位後にもう一度燻蒸処理を行い、孵化した幼虫

を駆除

→ゴキブリの卵は医薬品の成分が浸透しない殻で覆われており殺虫

効果を示さないため

シラミ

リケッチア（日本紅

斑熱や発疹チフス等

の病原細菌）など

・吸血箇所に激しい痒

み

・フェノトリン配合のシャンプーやてんか粉

・フェノトリンは殺虫成分で唯一人体に直接適用される

→シラミの刺咬による痒みや腫れ等の症状を和らげる作用はない

トコ

ジラミ

ペスト、再帰熱、発

疹チフスなど

・シラミの一種でなく

カメムシ目に属する

・別名ナンキンムシ

・刺されると激しい痒

痛

・ハエ、蚊、ゴキブリと同様な殺虫剤


